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東
京
電
力
福
島
第
二
原
発
の
廃
炉
に
関
す
る
質
問
主
意
書

福
島
県
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
甚
大
か
つ
広
範
囲
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
深
刻
に
受
け
止
め
、
県
内

原
発
の
全
基
廃
炉
を
前
提
と
し
た
『
原
子
力
に
依
存
し
な
い
、
安
全
・
安
心
で
持
続
的
に
発
展
可
能
な
社
会
づ
く
り
』
を
復
興

の
基
本
理
念
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
る
。

福
島
第
一
原
発
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
に
、
全
基
廃
炉
が
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
福
島
第
二
原
発
に
つ
い
て

は
、
東
京
電
力
は
こ
れ
ま
で
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
地
元
住
民
や
自
治
体
は
、
原
子
炉
四
基
の
廃
炉
を
繰

り
返
し
要
請
し
て
き
た
。

し
か
し
、
原
発
に
依
存
し
な
い
復
興
再
生
を
全
県
民
が
一
致
し
て
願
う
中
で
、
そ
の
原
因
と
な
っ
た
一
民
間
企
業
の
経
営
判

断
の
み
で
、
そ
の
方
向
性
が
否
定
さ
れ
か
ね
な
い
と
い
う
状
況
は
、
民
主
主
義
国
家
の
あ
り
方
と
し
て
異
常
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
そ
こ
で
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

再
稼
働
に
関
す
る
地
元
自
治
体
の
同
意
要
件

現
行
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
も
「
我
が
国
の
原
子
力
利
用
に
は
、
原
子
力
関
係
施
設
の
立
地
自
治
体
や
住
民
等
関
係

者
の
理
解
と
協
力
が
必
要
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
原
発
の
稼
働
に
つ
い
て
立
地
自
治
体
や
住
民
の
意
向
を
最
大
限

一



尊
重
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
不
文
律
の
慣
行
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
福
島
県
と
東
京
電
力
と
の
契
約
で
あ
る
、
原
子
力

安
全
協
定
に
も
「
措
置
要
求
等
に
よ
り
停
止
し
た
施
設
の
運
転
再
開
時
の
事
前
協
議
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
地
元
自

治
体
と
の
同
意
に
一
定
の
法
的
拘
束
力
が
あ
る
と
解
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
将
来
的
に
福
島
第
二
原
発
の
再
稼
働
の
見
込
み
が
あ
り
え
な
い
以
上
、
国
は
、
国
の
管
理
下
に
あ
る
東
京

電
力
に
対
し
、
福
島
第
二
原
発
全
基
の
廃
炉
を
早
期
に
決
定
す
る
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
民
主
主
義
国
家
と
し
て
の
当
然
の

対
応
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。

二

安
全
性
の
速
や
か
な
確
保
の
必
要
性

福
島
第
一
原
発
の
事
故
後
、
新
規
制
基
準
が
制
定
さ
れ
、
既
存
の
原
子
力
施
設
も
こ
れ
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
重
大
な
事
故
を
起
こ
し
た
東
京
電
力
の
責
任
を
勘
案
す
る
と
、
過
去
に
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
が

出
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
こ
と
も
含
め
、
た
と
え
停
止
中
で
あ
っ
て
も
福
島
第
二
原
発
の
速
や
か
な
安
全
審
査
を
実
施
す
る
こ

と
は
、
合
理
的
な
判
断
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


